
組
ん
で
き
た
が
、
地
域
経
済

の
先
行
き
は
依
然
と
し
て
不

透
明
な
状
況
が
続
い
て
お
り
、

市
税
収
入
は
大
幅
な
減
少
を

見
込
ん
で
い
る
。

　

一
方
で
、
社
会
保
障
関
連

経
費
は
、
増
加
が
見
込
ま
れ

る
な
ど
、
本
市
の
財
政
は
引

き
続
き
厳
し
い
状
況
が
続
く

こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

　

歳
入
確
保
に
向
け
て
は
、

こ
れ
ま
で
も
財
政
健
全
化
計

画
等
に
基
づ
き
、
市
税
等
の

徴
収
率
向
上
の
取
り
組
み
や
、

税
収
外
の
自
主
財
源
確
保
に

向
け
て
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
の
実
施
な
ど
、
経
営
資
源

を
生
か
し
た
取
り
組
み
を
進

め
て
き
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
第
５

次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

に
基
づ
き
、
新
た
な
産
業
系

市
街
地
の
整
備
や
既
存
産
業

の
振
興
等
に
よ
り
、
ま
ち
の

活
力
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も

に
、
多
く
の
方
が
住
み
た
い
、

住
み
続
け
た
い
と
思
う
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
で
、
定
住
促
進
や
交
流

人
口
の
増
加
を
図
り
、
安
定

し
た
税
財
源
の
確
保
を
目
指

し
て
い
く
。

　

 

し
あ
わ
せ
創
造
都
市
い
せ

は
ら
の
実
現
に
向
け
て
施
策

を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
令

和
３
年
度
予
算
に
対
す
る
市

長
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

　

【
市
長
】
３
年
度
は
、
市

制
施
行
50
周
年
を
迎
え
、
し

あ
わ
せ
創
造
都
市
い
せ
は
ら

の
実
現
を
目
指
し
、
第
５
次

総
合
計
画
に
掲
げ
る
諸
施
策

を
着
実
に
推
進
す
る
と
と
も

に
、
公
債
費
の
縮
減
な
ど
、

財
政
健
全
化
に
も
取
り
組
む

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受

け
、
市
税
収
入
が
大
幅
に
減

少
す
る
こ
と
か
ら
、
規
模
の

縮
小
を
見
込
ま
ざ
る
を
得
な

い
厳
し
い
状
況
と
な
り
、
国

の
補
正
予
算
を
活
用
し
た
事

業
の
前
倒
し
等
、
創
意
と
工

夫
を
凝
ら
し
て
一
般
財
源
所

要
額
の
削
減
に
努
め
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
は
じ
め
、
市
民

福
祉
の
維
持
、
向
上
に
必
要

不
可
欠
な
予
算
を
確
保
し
た
。

　

さ
ら
に
、
本
市
の
発
展
に

向
け
た
将
来
へ
の
投
資
を
継

続
的
に
実
施
す
る
た
め
、
産

業
基
盤
の
創
出
な
ど
の
税
源

の
涵
養
や
、
駅
北
口
周
辺
地

区
整
備
事
業
な
ど
、
ま
ち
の

活
性
化
に
資
す
る
事
業
に
つ

い
て
予
算
を
配
分
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、

市
民
が
安
全
安
心
に
、
未
来

に
希
望
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る

よ
う
に
と
の
思
い
で
予
算
を

編
成
し
た
。

    

か
か
り
つ
け
医
利
用
促
進

事
業
に
つ
い
て
は
、
感
染
症

対
策
事
業
と
し
て
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に

も
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る

が
、
若
い
世
代
に
対
し
て
の

普
及
、
定
着
を
推
進
す
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

【
健
康
づ
く
り
担
当
部
長
】

　

今
年
度
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
た
結
果
、
20
代
、

30
代
の
若
い
世
代
に
お
い
て
、

か
か
り
つ
け
医
が
い
る
割
合

は
40
％
以
下
と
低
い
傾
向
で

あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
若
い
世
代
で
あ 

っ
て
も
身
近
に
か
か
り
つ
け

医
を
持
つ
こ
と
は
必
要
で
あ

り
、
39
歳
以
下
健
診
な
ど
若

い
世
代
が
集
ま
る
健
診
時
や

新
生
児
訪
問
時
に
お
い
て
、

保
健
師
や
助
産
師
か
ら
、
か

か
り
つ
け
医
に
よ
る
受
診
が

で
き
る
こ
と
や
、
子
ど
も
を

含
め
、
親
の
健
康
状
態
な
ど

を
定
期
的
に
診
て
も
ら
え
る

身
近
な
か
か
り
つ
け
医
を
持

つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と

を
伝
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
健
康
家
族
カ
レ
ン

ダ
ー
、
チ
ラ
シ
の
配
布
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
媒
体
に
お
い
て
周

知
を
行
っ
て
お
り
、
引
き
続

き
か
か
り
つ
け
医
に
関
す
る

周
知
を
行
っ
て
い
く
。

    

地
域
経
済
の
立
て
直
し
、

新
た
な
施
策
、
今
後
の
見
込

み
、
市
税
を
増
や
す
た
め
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
の
見
解

を
聞
き
た
い
。

　

【
市
長
】
地
域
経
済
の
立

て
直
し
に
向
け
て
は
、
伊
勢

原
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

事
業
や
、
い
せ
は
ら
マ
イ
ク

ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業
な

ど
、
国
や
県
の
対
策
と
合
わ

せ
て
、
必
要
な
支
援
に
取
り

    

令
和
２
年
度
個
人
市
民
税

課
税
標
準
段
階
別
所
得
金
額

に
つ
い
て
、
前
年
度
と
比
較

し
て
、
市
民
の
暮
ら
し
が
ど

う
変
化
し
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
か
見
解
を
聞
き
た
い
。

　

【
市
長
】
個
人
市
民
税
課

税
標
準
段
階
別
の
納
税
義
務

者
数
を
前
年
度
と
比
較
す
る

と
、
２
０
０
万
円
を
超
え
３

０
０
万
円
以
下
の
増
加
が
大

き
く
総
数
を
押
し
上
げ
て
い

る
た
め
、
働
く
環
境
が
整
い
、

働
き
始
め
た
方
が
増
え
た
の

で
は
な
い
か
と
認
識
し
て
い

る
。

　

一
方
で
、
市
民
の
暮
ら
し

の
認
識
に
つ
い
て
は
、
元
年

度
末
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
急
激
な
拡

大
に
伴
う
、
感
染
症
へ
の
不

安
、
自
粛
要
請
に
よ
る
景
気

の
悪
化
や
、
新
し
い
生
活
様

式
に
対
応
す
る
た
め
の
日
常

生
活
の
負
荷
な
ど
、
負
担
の

増
大
を
感
じ
て
い
る
市
民
が

多
い
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

　

３
年
度
に
お
い
て
も
、
市

民
生
活
の
安
全
が
第
一
と
考

え
、
扶
助
費
を
は
じ
め
、
社

会
保
障
施
策
を
継
続
し
て
い

く
。

か
か
り
つ
け
医
利
用

促
進
事
業
に
つ
い
て

公
明
党

中
山
真
由
美

歳
入
確
保
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て

い
せ
は
ら
未
来
会
議

安
藤　

玄
一

第200号 　２令和３年（2021年）５月１日 い せ は ら 議 会 だ よ り

令
和
３
年
度
予
算
に
対
す
る

市
長
の
見
解
に
つ
い
て

創
政
会

米
谷　

政
久

　

総
括
質
疑
と
は
、
本
会
議
で
市
長
（
執

行
機
関
）
に
対
し
、
一
般
会
計
予
算
、
特

別
会
計
予
算
及
び
公
営
企
業
会
計
予
算
に

つ
い
て
総
括
的
に
疑
義
を
問
う
こ
と
を
い

い
ま
す
。

　

予
算
や
決
算
の
議
案
内
容
は
膨
大
な
た

め
、
総
括
質
疑
の
後
、
３
つ
の
常
任
委
員

会
で
所
管
ご
と
に
、
よ
り
具
体
的
な
審
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

３
月
定
例
会
で
は
、
４
人
の
議
員
が
会
派
を
代
表
し
て

令
和
３
年
度
予
算
に
対
す
る
総
括
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

市
民
の
暮
ら
し
の
状
況

認
識
に
つ
い
て日

本
共
産
党

宮
脇　

俊
彦

令和３年度 議会費予算
今年度の議会費予算の概要は次のとおりです。

市の一般会計（歳出）に占める割合は約１％です。

1億612万1千円

2,967万6千円

6,776万8千円

4,551万3千円

3万9千円

170万1千円

38万5千円

300万4千円

　　538万6千円

490万4千円

529万9千円

557万円

2億7,536万6千円

報 酬

給 料

職員手当等

共 済 費

報 償 費

旅 費

交 際 費

需 用 費

役 務 費

委 託 料

使用料及び

賃 借 料

負担金、補助

及び交付金

合 　 計

・議員報酬

・職員給料

・議員期末手当

・職員諸手当

・議員共済費

・職員共済費

・各種行事等議長賞

・所管事項調査旅費

・普通旅費

・議長交際費

・議会だより印刷代

・図書追録代

・議会だより配布手数料

・会議録反訳料

・インターネット映像配信

　システム管理運営

・インターネット映像配信用

　設備賃借料

・議会用タブレット端末等

　賃借料

・政務活動費交付金

・議長会等負担金

区　　分 金　　額 主な内容

令和３年度各会計予算総括表

会　　計　　名

合　　　　　計

一　般　会　計

予　算　額
対前年度
伸率（％）

特　

別　

会　

計

公営企業
会　　計

後期高齢者医療事業

公 共 下 水 道 事 業

介 護 保 険 事 業

用 地 取 得 事 業

国民健康保険事業

57億3,900万円

328億8,800万円

14億6,700万円

76億1,000万円

1億7,300万円

96億8,200万円

-3.4

575億5,900万円 -2.0

-4.4

3.4

6.9

158.2

-0.8


